児童期に性的虐待を受けた 女性サバイバーの語りに見る自己回復力  : 「出来事」を「筋立てる行為」に注目して by 井上 寿美 & 笹倉 千佳弘
1．研究背景
（1）性的虐待の発生状況



































































真実を表わそうとしている」ライフヒストリーとは区別される（やまだ 2000 : 152）。またストーリーは、
「2つ以上の出来事（events）をむすびつけて筋立てる行為（emplotting）」（やまだ 2000 : 147）であり、そ
の行為は、個人の中にあるのではなく、「家族をはじめとするさまざまな人びととの相互作用によって、
たえず構成されつつあるもの」（やまだ 2000 : 152）とされる。ストーリーによって、「人びとは行為し、
さらに行為によって、そのストーリーが確認されるという円環性が人びとのもつ物語形式であるから、治















































幼い頃の思い出 「継父」からの「性的虐待」 母親と一緒に夜逃げ 母親に対する過激で執拗な
暴力 情緒障害児短期治療施設 B 学園に措置 児童養護施設 C 学園へ移る 現在の夫 D 男と
の出会い D 男の子どもを妊娠 はしかに罹って中絶 「あんた、やっすい（＝安い）女だね」








人の「ひと」（D 男、母親、胎児）との間で起こった出来事を中心にして A 子のライフストーリーとして
の語りに見出せる特徴について述べる。
（1）D 男との関係から見えてくること──出来事を「現在」から意味づけて筋立てる
D 男は、A 子が児童養護施設 C 学園に在園していた時に施設内で性的関係をもち、妊娠、そして中絶
することになった時の相手であり、現在の夫でもある。D 男との間に起こった出来事は A 子に大きな影
響を与えている。A 子は D 男との関係を次のように語っている。
「普通の子」たちがつきあっているのとは違い、学園にいると、常に D 男がどこにいて何をしている
のかがわかる。居室にいる時はもちろん別々であるが、それ以外では、食事のときも、自由時間も、い





から D 男とは、アパートの雑誌を見て「こんな間取りがいいよね」というように 2人で未来について
語り合い、将来を考える真剣な付き合いになっていった。（pp.27-28）
A 子にとって D 男との恋愛はこのように認識されていたのであるから、性的な関係をもったことも真









ことに傷ついた。実際、C 学園の職員から D 男は鋭い目で見られ、職員は私を守り始めることになっ
た。（p.28）
厳しい指導の対象となる言動の結果、D 男は、C 学園の職員から「鋭い目」で見られるようになり、
他方、自分は C 学園の職員から守られるようになった。このことから A 子は、「1回やっただけの遊び」
という D 男の言葉は、自分を守るために発せられたものであり、そのことをとおして D 男は自分に対す
― ５ ―
る「責任」を取ったのであると意味づけている。
退園後、A 子にとって D 男はますます大切な存在となり、長女を妊娠したことをきっかけに今度は結














































んじゃないよ」と思えるような母親像 W とは異なる。このように A 子の語りには、出来事 X から意味
づけられた母親像 Y と、出来事 Z から意味づけられた母親像 W というように異なる母親像が併存する。
しかし、〈Y であるのに W である〉、あるいはまた〈W であるのに Y である〉というように、それらを
無理に接合させることなく、異なる出来事から異なる意味づけがなされた母親像を〈Y であり、かつ W
である〉〈W であり、かつ Y である〉というように異なる意味づけを併存させたまま筋立てるという特
徴が認められる。
（3）胎児との関係から見えてくること──自分の立場から意味づけて筋立てる
















































在』」（やまだ 2000 : 148）となる。したがって、「現在」から過去の出来事を意味づけて筋立てることに
より、「時間的に後から来るものによって、『過去』は『現在』と照合されて絶えず再編成され、読みかえ
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